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はじめに 
 

計算科学研究センターでは，研究事業に関する外部委員を含む諮問機関とし

て運営協議会を設置し，研究事業全般及び共同利用に関する指導助言を受け，

年度毎の研究評価を行っている。この研究評価については，運営協議会の下に

運営協議会外部委員による研究評価委員会を設置し，実施することとしている。 
この度，研究評価委員会から，平成２４年度の研究成果の評価についてのご

報告をいただいた。研究評価は，当センターの平成２４年度における重点施策，

改善目標等に沿って評価をお願いした。外部委員からの評価は，各分野の研究

活動についての自己点検をさらに深めるために重要な判断材料となるばかりで

なく，当センターのこれからの発展のための貴重な指針となる。 
研究評価委員会の委員の方々には，大変ご多忙のところ，各研究部門の研究

成果について評価していただき，貴重な所見を頂戴した。特に，常行委員長に

はとりまとめにご尽力をいただいた。 
謹んで，委員の皆様に御礼を申し上げる次第である。 
 

  平成 26 年 5 月   

 
筑波大学計算科学研究センター   

                   センター長    梅村 雅之 
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１．研究評価委員会の設置 

   
筑波大学計算科学研究センター運営協議会はࠊ平成２㸳年㸱月２㸳᪥の運

営協議会においてࠊ運営協議会の外部委員でࠕ研究評価委員会ࠖをᵓ成しࠊ

᭩㠃によりࠊ平成２４年度の研究評価を行࠺ことࡀ஢ᢎされࠊ௨下の方々に

研究評価委員会委員を౫㢗した。 
 

ຍ⸨ ග⿱ ᩍ ᤵ ᮾி大学大学㝔⥲ྜᩥ໬研究科 
ᯇඖ ு἞ ᩍ ᤵ ༓ⴥ大学大学㝔⌮学研究科 
大ሯ Ꮥ἞ ᩍ ᤵ ᮾி大学大学㝔⌮学⣔研究科 

常行 ┿ྖ ᩍ ᤵ ᮾி大学大学㝔⌮学⣔研究科 

⏤Ⰻ  ᩗ ᩍ ᤵ おⲔのỈዪᏊ大学⏕࿨᝟報学ᩍ⫱

研究センター 
బ⸨ ṇᶞ ෸ᩍᤵ ᮾி大学大Ẽᾏὒ研究所 
▼ᕝ  ⿱ ᩍ  ᤵ ᮾி大学᝟報ᇶ┙センター 

႐㐃ᕝ ඃ ᩍ ᤵ ᝟報࣭࣒ࢸࢫࢩ研究機ᵓ 
ᅜ❧᝟報学研究所       

➉村 ἞㞝 ᩍ ᤵ 大㜰大学ࣂ࢖ࢧー࣓࢔࢕ࢹセンター 
㸦㡰୙同ࠊ所ᒓ࣭⫋ྡは平成 25 年 5 月 �6 ᪥⌧ᅾ㸧 

 
研究評価委員会委員にはࠕࠊ平成２４年度年次報告᭩  ࠊ及びᚲ要にᛂじてࠊࠖ

 。評価報告をお願いしたࠊ平成２㸱年度研究評価ࠖをཧ↷していただきࠕ
 

なおࠊ分野の分ᢸはࠊ次のとおりである。 
 
 委員長㸦全యྲྀりまとめ㸧              常行 ┿ྖ 

⣲⢏Ꮚ≀⌮研究部門     ⣲⢏Ꮚ≀⌮分野     ຍ⸨ ග⿱ 
 Ᏹᐂ࣭ཎᏊ᰾≀⌮研究部門  Ᏹᐂ≀⌮分野      ᯇඖ ு἞ 
   Ᏹᐂ࣭ཎᏊ᰾≀⌮研究部門  ཎᏊ᰾≀⌮分野     大ሯ Ꮥ἞ 

㔞Ꮚ≀ᛶ研究部門      㔞Ꮚ≀ᛶ分野      常行 ┿ྖ  
⏕࿨科学研究部門      ⏕࿨科学分野      ⏤Ⰻ  ᩗ 

 ᆅ⌫⎔ቃ研究部門      ᆅ⌫⎔ቃ分野      బ⸨ ṇᶞ 
 㧗ᛶ⬟計算࣒ࢸࢫࢩ研究部門 㧗ᛶ⬟計算࣒ࢸࢫࢩ分野 ▼ᕝ  ⿱ 
 計算᝟報学研究部門     ࢹータᇶ┙分野     ႐㐃ᕝ ඃ 
   計算᝟報学研究部門     計算࣓࢔࢕ࢹ分野    ➉村 ἞㞝 

㸦ᩗ⛠␎㸧 
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㸰．評価の᪉ἲ 

௨下の評価࢛ࣇー࣒にࠊグධすることによりࠊ各分野の研究活動࣭成果に

ついて評価を行った。各分野の評価報告についてࠊ第４❶に♧す。 

 
 

A)  計⏬㐍ᤖ度 
௨下の㡯目についてࡑࠊれࡒれලయⓗなグධをお願いします。 
 
࣭㢧ⴭな㐍ᤖのあったとㄆめられる研究ㄢ㢟と評価す࡭き点㸸 
 
࣭㐍ᤖࡀ୙༑分であるとㄆめられる研究ㄢ㢟と改善す࡭き点㸸 
 
࣭平成２㸱年度の評価ࡸ指᦬に関する改善≧ἣ㸸 
 
 。௨下にごグධくださいࠊあればࡀࢺン࣓ࢥࠊの௚ࡑ
 

B)  多ゅⓗど点からの評価 
௨下の㡯目についてࠊ㹑ࠊ㸿ࠊ㹀ࠊ㹁及び㹖でࠊ評価をお願いします。 
㹑㸦特に成果ࡀある㸧ࠊ㸿㸦Ⰻዲ㸧ࠊ㹀㸦おおむࡡⰋዲ㸧ࠊ㹁㸦୙༑分㸧ࠊ

㹖㸦評価ᑐ㇟外㸧 
 
࣭センターෆ㐃ᦠࡀ᭷ຠに行ࢃれているか㸸 
 
࣭⏘学ᐁ㐃ᦠࡀ᭷ຠに行ࢃれているか㸸 
 
࣭ᅜ㝿㐃ᦠࠊᅜ㝿活動ࡀ活発に行ࢃれているか㸸 
 
࣭♫会㈉⊩࣭♫会活動なࡀ࡝行ࢃれているか㸸 
 
上グの評点の⌮⏤な࣓ࢥࠊ࡝ンࡀࢺあれば௨下にごグධください。 

 
C) ⥲評 

全యにᑐする⥲評をお願いします㸦４㸮㸮Ꮠ⛬度㸧 
 
D)  ࡑの௚ 

。あればごグධくださいࡀࢺン࣓ࢥࠊの௚ࡑ
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㸱．ᖹᡂ㸰㸲ᖺᗘ 㔜Ⅼ᪋⟇࣭ᨵၿ┠ᶆ 

㸱．１ 㔜Ⅼ᪋⟇ 

㸯㸬ࠕ第２ᮇ୰ᮇ計⏬に関ࢃる大学全యの年次ู実行計⏬ࠖについての重点施
策はࠊ௨下のとおり㸸 

 

当ヱ⤌⧊の学問分ࠊ研究センターの研究ᡓ␎࣭௻⏬⤌⧊を඘実࣭ᙉ໬しࡸ各⣔ࠕ��22
野における特Ⰽを⏕かしつつࠊ長ᮇⓗ展ᮃに❧つᇶ♏研究と学㝿⼥ྜⓗな研究を
計⏬ⓗに᥎㐍する。ࠖ  

平成２４年度重点施策㸸各⣔࣭研究センターにおいてࠊ⣔等の特Ⰽを⏕かし

た研究ᡓ␎及び研究㐃ᦠ策を᥎㐍する。 

共同利用࣭共同研究ᣐ点は重点ᡓ␎⤒㈝等によりᨭ᥼する。各ᣐ点は第஧ᮇ୰ࠕ���2
ᮇ目標࣭୰ᮇ計⏬ᮇ㛫୰の目標と計⏬をᐃめࠊᮇ㛫୰に評価を実施して実施≧ἣ
の検ドを行いつつ㧗い研究成果の実⌧をᅗる。ࠖ  

平成２４年度重点施策㸸各共同利用࣭共同研究ᣐ点はࠊᅜ㝿研究ᣐ点໬にྥけ
たయไᵓ⠏にಀる活動を実施する。 

 

２㸬ࠕ部ᒁ⊂自の年次ู実行計⏬ࠖ及びࡑࠊのヲ⣽については௨下のとおり㸸 

࠙研究ࠚ 

㸦㸯㸧 学㝿計算科学のࣟࣉ࢔ーࢳによりࢣࢫࢧࢡ࢚ࠊーࣝ計算の♏となるࠊ計算ᇶ┙        
の⬟力及び機⬟の㣕㌍ⓗなྥ上のための計算ᢏ⾡㛤発と計算科学の㠉᪂にྲྀり⤌む
ーࣝ計算ᢏ⾡㛤ᣅによるඛ➃学㝿計算科学ᩍ⫱研究ᣐ点ࢣࢫࢧࢡ࢚ࠕࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ
の඘実ࠖについての研究㛤発を実施する。 

㸦２㸧 共同利用࣭共同研究ᣐ点ࠕඛ➃学㝿計算科学共同研究ᣐ点ࠖの活動としてࠊ特
学㝿ࠊにࡶඛ➃学㝿計算科学の㛤ᣅ࣭᥎㐍࣭展㛤事業ࠖととࠕࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㈝⤒ู
共同研究࣒ࣛࢢࣟࣉを実施しࠊ学㝿計算科学の共同研究を実施することによりࠊ計
算科学の研究を᥎㐍する。 

㸦㸱㸧 .(.ࠊᅜ❧ኳᩥྎととࡶに運営する計算ᇶ♏科学㐃ᦠᣐ点において3+ࠊ&, ᡓ␎
ᅜの計算㈨※の᭷ຠ利用をࡀ計算ᇶ♏科学㸧を実施する。ᡃࠊ㸦分野㸳࣒ࣛࢢࣟࣉ
ᅗる +3&, ࠊにཧ⏬しᡃ࣒࢔ࢩーࢯンࢥ ᅜの計算科学のᇶ┙の運営に㈉⊩する。まࡀ
たࠊ次のࢧࢡ࢚にྥけた検ウを㐍めࠊᅜのࢣࢫࢧࢡ࢚ーࣝ計算の計⏬に㈉⊩する。 

㸦４㸧 センター全యとしてはࠊ研究᥎㐍事業ࠊ大ᆺࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ等を୰ᚰにࠊ計算科
学の学㝿ⓗ研究の㐙行と成果の実⌧をᅗる。各部門の目標は次のとおりである。 

⣲⢏Ꮚ≀⌮研究部門㸸 ிでのࠕ᱁Ꮚ 4&' による≀⌮点での࢜ࣜࣂン㛫┦஫స用の

Ỵᐃࠖの計算にྥけ࣒ࢬࣜࢦࣝ࢔ࠊの改Ⰻ࢜ࣜࣂࡸン㛫┦஫స用の計算方ἲと研究

を行࠺。᭷㝈ᐦ度での᱁Ꮚ 4&' の研究を行࠺。 

Ᏹᐂ࣭ཎᏊ᰾≀⌮研究部門㸸 Ᏹᐂにおけるึ௦ኳయ，㖟Ἑ，ᕧ大࣍ࢡࢵࣛࣈーࣝ

のᙧ成ྐを，大つᶍな㍽ᑕὶయ力学，㹌య࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩンによって᥈究する。多

るࢃにᑐする大つᶍ計算により，ඖ⣲ྜ成に関ࢫࢡ࣑ࢼ࢖ࢲン⣔の㔞Ꮚ࣑࢙࢜ࣝࣇ

ཎᏊ᰾཯ᛂࡸ，ගと≀㉁の┦஫స用に関する⌮ゎを発展さࡏる。 

㔞Ꮚ≀ᛶ研究部門㸸 第୍ཎ⌮㔞Ꮚㄽ等によりࣀࢼᵓ㐀యのᣢつ特ᚩⓗ≀ᛶのゎ᫂ࠊ

次ୡ௦ᢏ⾡ᇶ┙の๰成等の研究を行いࠊつくばࣜ࢔ࢡࢸࣀࢼーࢼにཧ⏬している⏘

業⏺にࡶ㈉⊩する計算科学の▱見をᚓる。またࠊᏱᐂ分野ࠊ⏕࿨分野等と㐃ᦠして

Ᏹᐂ⏕≀学分野に㈨する▱見を第୍ཎ⌮㔞Ꮚㄽによって⋓ᚓする。 

⏕࿨科学研究部門㸸 ⏕࿨科学の重要なㄢ㢟について計算機࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩンによる
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⌮ㄽⓗゎ᫂ととࡶに38*ࠊ を用いた㔞Ꮚ力学計算ᡭἲの㛤発を行いࠊ⏕࿨科学研究に

おいてᚲ要となる⭾大な計算㔞にᑐᛂできるよ࠺にする。分Ꮚ㐍໬分野ではࣉࣁࠊ

に㏆⦕となる᪂ወ┿᰾ᚤ⏕≀の᥈⣴と⥙⨶ⓗ発⌧㑇ఏᏊゎᯒを⩌≀⏕ࢺࣉࣜࢡ࣭ࢺ

行࠺。 

ᆅ⌫⎔ቃ研究部門㸸 大Ẽ大ᚠ⎔ࣔࣝࢹ 1,&$0 を用い໭ᴟపẼᅽのࣛࣝࢡ࢖ࢧࣇ࢖の

研究を᥎㐍しࠊ໭ᴟᾏᾏị⃭ῶとの関ಀをゎ᫂する。㡿ᇦẼ㇟ࣔࣝࢹ :5) とࡶにᘓ

≀ゎീ /(6  。を㛤発し㒔ᕷẼೃの研究を実施するࣝࢹࣔ

+$�3$&6 における୪ิ言ㄒ ;03 及びࡑの₇算ຍ㏿ྥけᣑᙇࠊまたᐦ⤖ྜ₇算ຍ㏿機

ᵓの実ࢣࣜࣉ࢔ーࣙࢩンでの評価を㐍める。ᗈᇦ分ᩓ࣒ࢸࢫࢩࣝ࢖࢓ࣇ*IDUPの+3&,

実運用を㏻じた評価࣭改Ⰻを行࠺。୪ิᩘ್࣒ࢬࣜࢦࣝ࢔の୍ᒙの大つᶍ㧗㏿໬と

₇算ຍ㏿機ᵓྥけ㧗度໬を㐍める。 

計算᝟報学研究部門㸸 大つᶍ計算に関ࢃるࢹータᇶ┙ᢏ⾡のᩚഛを⥅⥆すると共

にࠊ実᫬㛫実ୡ⏺ࢹータの利活用についてࡶᛂ用ⓗഃ㠃からᢏ⾡の深໬をᅗる。ま

たࠊே௓ᅾᆺの㧗⢭度ࢹータゎᯒをࠊ」ྜ⌧実ឤᆺ࢖ンタ࢙ࣇーࢫを㏻じて行࠼る

よ࠺にすることでࠊ計算࣓࢔࢕ࢹの᭷ຠᛶを検ウする。 

࠙ᅜ㝿ࠚ 

ᅜ㝿㐃ᦠとしてࢪ࢚ࠊンࣛࣂ大学及び⡿ᅜのࣟーࣞンࣂࢫー࢖ࣞࢡ研究所との㐃ᦠ
を㐍める。࢔ࢪ࢔では㡑ᅜ .,67, との㐃ᦠを㐍める。㐃ᦠのために計算機࣒ࢸࢫࢩを
ᅜ㝿共同研究に活用できるよ࠺にᡭ⥆きを☜❧する。 
 

㸱．㸰 ᨵၿ┠ᶆ㸦ἲே評価ࠊㄆド評価ࠊ外部評価及び┘事┘ᰝ㺃ෆ部┘ᰝの指᦬にᑐするྲྀ⤌等㸧            

   外部評価において指᦬された計算機㛤発により᭱ඛ➃の計算科学を᥎㐍するࠕ学㝿

計算科学 のࠖ᥎㐍యไについてはࠊ特ู⤒㈝ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ及び +3&, ᡓ␎࣒ࣛࢢࣟࣉ

等で☜実に᥎㐍されつつあるࠊࡀ次のㄢ㢟として 72. ン㛤発࣭ㄪࢥࣃࢫの࣒ࢸࢫࢩ

㐩について᥎㐍యไࡀᙉ໬できるよ࠺にὀព深く検ウしていくᚲ要ࡀある。 
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㸲．評価ሗ࿌ 

 㸲．１ ⣲⢏Ꮚ≀⌮研究㒊㛛 

㸿㸧計⏬㐍ᤖ度 
௨下の㡯目についてࡑࠊれࡒれලయⓗなグධをお願いします。 

 
࣭㢧ⴭな㐍ᤖのあったとㄆめられる研究ㄢ㢟と評価す࡭き点㸸 

≀⌮ⓗ࢛ࢡーࢡ㉁㔞での計算にྥけた‽ഛ研究ࡀ╔実に⵳✚されている。

またࠊ᱁Ꮚ QCD にᇶ࡙く࢜ࣜࣂン㛫┦஫స用の研究ࡶᑐ㇟をᗈげなࡀらࠊ

成果をᣲげている。 
 
࣭㐍ᤖࡀ୙༑分であるとㄆめられる研究ㄢ㢟と改善す࡭き点㸸 

㐍ᤖࡀ୙༑分といࢃ࠺けではないࠊࡀ᭷㝈 度でのࢸ࣏ンࡸࣝࣕࢩ≧ែ

方⛬ᘧにᑐするࣟࣉ࢔ーࢳは࡝ࠊこまで㐍んだかの評価ࡀ㞴しい。より

 。すい⤒㐣報告をồめたいࡸかりࢃ
࣭㹆２㸱年度の評価ࡸ指᦬に関する改善≧ἣ㸸 

全యⓗにはこれまでの㧗いỈ‽ࡀ⥔ᣢされている。分かり᫆い⤒㐣報告に

ついては部分ⓗに改善された。 
 
 。௨下にごグධくださいࠊあればࡀࢺン࣓ࢥࠊの௚ࡑ

 
㹀㸧多ゅⓗど点からの評価 
௨下の㡯目についてࠊ㹑，㸿，㹀，㹁ࠊ㹖で評価をお願いします。 
㹑㸦特に成果ࡀある㸧ࠊ㸿㸦Ⰻዲ㸧ࠊ㹀㸦おおむࡡⰋዲ㸧ࠊ㹁㸦୙༑分㸧ࠊ

㹖㸦評価ᑐ㇟外㸧 
 
࣭センターෆ㐃ᦠࡀ᭷ຠに行ࢃれているか㸸A 
 
࣭⏘学ᐁ㐃ᦠࡀ᭷ຠに行ࢃれているか㸸X 
 
࣭ᅜ㝿㐃ᦠࠊᅜ㝿活動ࡀ活発に行ࢃれているか㸸A 
 
࣭♫会㈉⊩࣭♫会活動なࡀ࡝行ࢃれているか㸸A 
 
上グの評点の⌮⏤な࣓ࢥࠊ࡝ンࡀࢺあれば௨下にごグධください。 
 
㹁㸧⥲評 
このᩘ年ࠊ᱁Ꮚ QCD にᇶ࡙く࢜ࣜࣂン㛫┦஫స用の研究の㐍展ࡀ目ぬましい。
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計算ᑐ㇟をᗈげていると同᫬に≀⌮点における計算にྥけた‽ഛ研究ࡶ╔実に

㐍んでいるとい࠺༳㇟である。またࠊ᭷㝈 度࣭᭷㝈ᐦ度 QCD の┦ᵓ㐀のゎ᫂

ᅔ㞴をいかにඞ᭹す࠺られている。特に᭷㝈ᐦ度は➢ྕ問㢟といࡡ重ࡀດ力ࡶ

るかࡀㄢ㢟であるࠊࡀ様々な方ἲでのࣞࣕࢳンࢪをᮇᚅする。୍方でࢥࠊンࣇ

⯆大変ࠊれておりࢃ行ࡶࡳ野ᚰⓗなヨࠊㄽにおける┦㌿⛣の研究等⌮࣐ࣝー࢛

࿡深い。௒ᚋࡶ༢なる⢭ᐦ໬に␃まらない᪂しい≀⌮学ⓗ▱見にྥけてࠊ⌮ㄽ

ゎᯒとᩘ್ゎᯒのᐦな┦஫స用を大事にした研究ጼໃを⥆けて࡯しい。ࢹータ

 。らいたいࡶᘬき⥆きྲྀり⤌んでࡶ⫣重要な㈉ࡀのᩚഛ等のᆅ㐨だࢻࢵࣜࢢ
 
㹂㸧ࡑの௚ 
 。あればごグධくださいࡀࢺン࣓ࢥࠊの௚ࡑ
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㸲．㸰 Ᏹᐂ࣭ཎᏊ᰾≀⌮研究㒊㛛 

㸲．㸰．１ Ᏹᐂ≀⌮ศ㔝 

㸿㸧計⏬㐍ᤖ度 
࣭㢧ⴭな㐍ᤖのあったとㄆめられる研究ㄢ㢟と評価す࡭き点㸸 

  ிࢥンࣗࣆータ用にࣗࢳーࢽンࢢした重力多యࢥーࢻを用いてࢲー࣐ࢡタ

ー⢏Ꮚの重力㐍໬࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩンを実施し5.67ࠊ の実ຠᛶࢫࣉࢵࣟࣇタ࣌

⬟をᚓてࢦーࢻン࣭ࣝ࣋㈹を༢⊂受㈹するとい࠺㢧ⴭな成果をᚓている。㉁

㔞ゎീ度を㧗めた計算を行࠺ことによりࠊ第୍ୡ௦ኳయの㉁㔞ࡀᚑ᮶の計算

でồめられていた㉁㔞よりᑠさくなることを♧したことࡶ重要な成果である。

Ᏹᐂ෌㟁㞳についてはࠊᏱᐂㄽⓗ㍽ᑕὶయ計算に㐺用できるよ࠺にᣑᙇされ

た㍽ᑕ㍺㏦ࢥーࢻ START を用いてึࠊ ௦ኳయからの㍽ᑕࡀᫍᙧ成を㜼ᐖする

ことを♧すとい࠺成果ࡀᚓられている。ᕧ大࣍ࢡࢵࣛࣈーࣝྜయ㐣⛬の㧗⢭

度 N య計算ࠊ共動ᗙ標⣔での↓⾪✺࣐ࢶࣝ࣎ン方⛬ᘧのᩘ್ゎἲの㛤発ࠊAVX
࿨௧∧ Phantom-GRAPE の㛤発ࠊGPU を用いた㍽ᑕ㍺㏦計算の㧗㏿໬にお

いてࡶ㐍展ࡀあった。 
 
 。௨下にごグධくださいࠊあればࡀࢺン࣓ࢥࠊの௚ࡑ

  ㍽ᑕὶయ力学実⌧のための₇算ຍ㏿ჾをᦚ㍕した୪ิ計算機࣒ࢸࢫࢩᵓ⠏

の㐍ᤖ≧ἣについてはලయⓗなグ㏙ࡀ୙㊊しているため評価できなかった。 
 
㹀㸧多ゅⓗど点からの評価 

㹑㸦特に成果ࡀある㸧ࠊ㸿㸦Ⰻዲ㸧ࠊ㹀㸦おおむࡡⰋዲ㸧ࠊ㹁㸦୙༑分㸧ࠊ

㹖㸦評価ᑐ㇟外㸧 
 
࣭センターෆ㐃ᦠࡀ᭷ຠに行ࢃれているか㸸A 
 
࣭⏘学ᐁ㐃ᦠࡀ᭷ຠに行ࢃれているか㸸B 
 
࣭ᅜ㝿㐃ᦠࠊᅜ㝿活動ࡀ活発に行ࢃれているか㸸A 
 
࣭♫会㈉⊩࣭♫会活動なࡀ࡝行ࢃれているか㸸B 
 
上グの評点の⌮⏤な࣓ࢥࠊ࡝ンࡀࢺあれば௨下にごグධください。 
センターෆ㐃ᦠに関しては L ᆺࣀ࣑࢔㓟㐣๫の㉳※の研究で⏕࿨࣭ ≀ᛶ࣭

ཎᏊ᰾分野とࠊ⣔外ᝨᫍにおけるගྜ成࢔ンࢼࢸ機ᵓの研究において⏕࿨

分野との㐃ᦠࡀ行ࢃれࠊ成果ࡀᚓられつつあることからⰋዲとした。⏘学

㐃ᦠྥきのࢸー࣐はᢅっていないࠊࡀHPCI ᡓ␎࣒ࣛࢢࣟࣉを㏻した௚大学ࠊ
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計算科学研究機ᵓ等との㐃ᦠはຠ果をあげている。ᅜ㝿活動についてはࠊ

平成 24 年 5 月にᅜ㝿会議ࠕFIRST STARS IVࠖを㛤ദしておりࠊまたࠊᾏ

外研究⪅との共同研究の成果ࡀᚓられつつあることからⰋዲとした。ிࢥ

ンࣗࣆータを用いたࢲー࣐ࢡター࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩンはࢦࠊーࢻン࣭ࣝ࣋㈹

受㈹とࡶあいまってࠊ各✀࣓࢔࢕ࢹで報㐨されて研究成果の㑏ඖにᐤ୚し

ておりࠊ♫会㈉⊩はおおむࡡⰋዲと判断した。 
 
㹁㸧⥲評 

HPCI ᡓ␎࣒ࣛࢢࣟࣉ分野㸳Ᏹᐂ分野の୰᰾ࣝࢢーࣉとして研究活動ࡀ活

発に行ࢃれている。ிࢥンࣗࣆータ用にࣗࢳーࢽンࢢした重力多యࢥーࢻを

用いたࢲー࣐ࢡターの重力㐍໬࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩンによりࢦࠊーࢻン࣭ࣝ࣋㈹

を受㈹したことはᛌᣲである。௒ᚋはࠊこのࢥーࢻを用いた計算により第㸯

ୡ௦ኳయᙧ成についての学⾡ⓗな成果ࡀᚓられることをᮇᚅする。FIRST ࣉ

௦ኳయによるᏱᐂ෌㟁㞳計算に㐺用ྍ⬟な㍽ᑕὶึࠊに関してはࢺࢡ࢙ࢪࣟ

యࢥーࢻの㛤発ࡀ㐍展しึࠊ௦ኳయからの㍽ᑕࡀᫍᙧ成に及ࡰすᙳ㡪等ࡀ᫂

らかになる等の成果ࡀᚓられている。㍽ᑕὶయࢥーࢻの୪ิຠ⋡ࡀ改善され

たことからࠊிࢥンࣗࣆータによる大つᶍ計算を行࠺‽ഛࡶ㐍展した。FIRST
ࠊ年度となっているため⤊᭱ࡀこの年度ࡀ㈝に関㐃する大ᆺ科研ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ

᪂たな外部㈨㔠の⋓ᚓࡀㄢ㢟である。L ᆺࣀ࣑࢔㓟㐣๫の㉳※ࡸ⣔外ᝨᫍにお

けるගྜ成࢔ンࢼࢸ機ᵓの研究等ࠊᏱᐂ⏕࿨科学に関する分野㛫の㐃ᦠࡀ✚

ᴟⓗに㐍められて成果ࡀᚓられつつありࠊ௒ᚋの展㛤ࡀᮇᚅされる。 
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㸲．㸰．㸰 ཎᏊ᰾≀⌮ศ㔝 

㸿㸧計⏬㐍ᤖ度 
௨下の㡯目についてࡑࠊれࡒれලయⓗなグධをお願いします。 

 
࣭㢧ⴭな㐍ᤖのあったとㄆめられる研究ㄢ㢟と評価す࡭き点㸸 

㧗ᙉ度ࢫࣝࣃගの≀㉁୰のఏ᧛を᫬㛫౫Ꮡᐦ度ỗ関ᩘ⌮ㄽによってㄪ࡭

るࢣࢫࢳ࣐ࣝー࣑ࣝ͌ࣞࣗࢩーࣙࢩンの㛤発に成ຌした点ࡀ㧗く評価される。

これはཎᏊ᰾⌮ㄽでの発展を≀㉁科学に⤖びつけた学㝿ⓗなࡶのでありࠊཪࠊ

ிࢥンࣗࣆーターのຠ⋡ⓗな利用にࡶ⤖びついている。 
 
࣭㐍ᤖࡀ୙༑分であるとㄆめられる研究ㄢ㢟と改善す࡭き点㸸 

特にㄆめられない。 
 
 。௨下にごグධくださいࠊあればࡀࢺン࣓ࢥࠊの௚ࡑ
 上には᭱ࡶ༳㇟を受けた研究成果をグ㍕したࠊࡀ௚にࡶඃれた研究成果ࡀ

ฟているとㄆめられた。 
 
㹀㸧多ゅⓗど点からの評価 
௨下の㡯目についてࠊ㹑，㸿，㹀，㹁ࠊ㹖で評価をお願いします。 
㹑㸦特に成果ࡀある㸧ࠊ㸿㸦Ⰻዲ㸧ࠊ㹀㸦おおむࡡⰋዲ㸧ࠊ㹁㸦୙༑分㸧ࠊ 
㹖㸦評価ᑐ㇟外㸧 

 
࣭センターෆ㐃ᦠࡀ᭷ຠに行ࢃれているか㸸A 
 
࣭⏘学ᐁ㐃ᦠࡀ᭷ຠに行ࢃれているか㸸 X 
 
࣭ᅜ㝿㐃ᦠࠊᅜ㝿活動ࡀ活発に行ࢃれているか㸸 S 
 
࣭♫会㈉⊩࣭♫会活動なࡀ࡝行ࢃれているか㸸 B 
 
上グの評点の⌮⏤な࣓ࢥࠊ࡝ンࡀࢺあれば௨下にごグධください。 
当センターෆのࠊ௚の≀⌮分野との㐃ᦠは㐍行していると見受けられるࠊࡀ

計算機科学分野の研究⪅との㐃ᦠࡶ௒ᚋ┒んになっていくことをᮇᚅしたい。 
⏘ᐁ学㐃ᦠはこの分野の⌧ẁ㝵ではなじまないので評価外とした。 
当ヱ分野ではࠊ♫会㈉⊩͌♫会活動は୍般ㅮ₇会な࡝に㝈ᐃされてしまいࡑࠊ

の⠊ᅖでは成果をฟしているྍࠊࡀ⬟であればより✚ᴟⓗな活動ࡀᮃまれる。 
 
 

─ 11 ─



― 12 ― 
 

㹁㸧⥲評 
全యにᑐする⥲評をお願いします㸦４㸮㸮Ꮠ⛬度㸧 
 
⏘業との㐃ᦠとまでは行かないࡶののࠊཎᏊ᰾≀⌮学とはᚑ᮶関ಀࡀ深くは

なかった௚分野との✚ᴟⓗな㐃ᦠは㧗く評価される。とりࢃけࠊ≀㉁୰での㧗

ࠊありࡀ࢕ࢸࣜࢼࢪࣜ࢜ࠊン計算ᡭἲはࣙࢩー࣑ࣞࣗࢩගఏ᧛をグ㏙するࢫࣝࣃ

≀⌮学のᗈいど野と㧗度の計算ᢏ⾡ࡀあってጞめてྍ⬟となるࡶのと⪃࠼られࠊ

。ᅜෆ外部機関との共同研究の୰で㐩成したព⩏は大変大きいࡸれをᅜ㝿協力ࡑ

௚分野との㐃ᦠとい࠺ほ点からは࣋ࣝࣈࢲࠊータᔂቯの᰾行ิ要⣲のための

QRPA にᇶ࡙く研究はまさに⣲⢏Ꮚ≀⌮学とのቃ⏺㡿ᇦでありࠊまたࠊ㸱ಶの

Ⅳ⣲̾㸯２のཎᏊ᰾をᙧ成する㐣⛬の研究はᏱᐂ≀⌮学との学ࡀ⢏Ꮚ࢓ࣇࣝ࢔

㝿ⓗな要⣲を多くᣢっている。๓⪅においてはࠊQRPA にᇶ࡙くᯟ⤌ࡳの୰でࠊ

ពḧⓗなヨࡀࡳ見ฟされる。ᚋ⪅に᪊いてࠊ⹫᫬㛫発展による⌮ㄽを展㛤しࠊ

ᚑ᮶の⌮ㄽⓗ▱見を評価するな࡝の成果をฟしておりࠊ௒ᚋの୍ᒙの㐍展ࡀᮇ

ᚅされる。ே材⫱成ࡸ成果の発ಙࡶ༑分になされている。 
 

㹂㸧ࡑの௚ 
 。あればごグධくださいࡀࢺン࣓ࢥࠊの௚ࡑ
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㸲．㸱 㔞Ꮚ≀ᛶ研究㒊㛛 

㸿㸧計⏬㐍ᤖ度 
௨下の㡯目についてࡑࠊれࡒれලయⓗなグධをお願いします。 

 
࣭㢧ⴭな㐍ᤖのあったとㄆめられる研究ㄢ㢟と評価す࡭き点㸸 

(1) 次ୡ௦࣡ࣃーࠊࢫ࢖ࣂࢹ次ୡ௦࣓ࣔࣜ࢝ࠊー࣎ンࣗࢳࣀࢼー࡯ࣈかⅣ⣲⣔

 㸧ࣉーࣝࢢᵓ㐀≀ᛶࣀࢼࠊࣉーࣝࢢᛶ≀ࣀࢼ材料に関する研究㸦༙導యࢫ࢖ࣂࢹ
⏘業に┤⤖するࢫ࢖ࣂࢹ研究を学問ⓗにࡶ⯆࿡深いࢸー࣐としてྲྀり上げࠊ第

୍ཎ⌮㟁Ꮚ≧ែ計算を行࠺だけでなくࡑれを利用して≀⌮ⓗ⌮ゎを深めࣂࢹࠊ

 。のある成果を上げたࢺࢡࣃン࢖ࡶ業にᑐして⏘ࢫ࢖
(2) ᙉࣞーࢨーሙ୰の㟁Ꮚࢫࢡ࣑ࢼ࢖ࢲの研究㸦㔞Ꮚ≧ែไ御ࣝࢢーࣉ㸧 
ගと≀㉁の┦஫స用をྲྀりᢅ࠺᪂しい計算ᡭἲࡸຠ⋡ⓗな࣒ࣛࢢࣟࣉを㛤発

しࠊᾏ外の実㦂ࣝࢢーࣉとࡶ㐃ᦠしてࠊᙉࣞーࢨーሙによるග㟁㞳㐣⛬のไ御

ἲを見ฟすな࡝の成果を上げた。 
 

࣭㐍ᤖࡀ୙༑分であるとㄆめられる研究ㄢ㢟と改善す࡭き点㸸 
ヱ当なし。 
 

࣭㹆２㸱年度の評価ࡸ指᦬に関する改善≧ἣ㸸 
計算機科学との㐃ᦠについて᪂たな目標設ᐃࡀ行ࢃれることをᮇᚅしたࠊࡀ

この点では目❧った㐍展ࡀ見られなかった。 
 
 。௨下にごグධくださいࠊあればࡀࢺン࣓ࢥࠊの௚ࡑ
 

㹀㸧多ゅⓗど点からの評価 
௨下の㡯目についてࠊ㹑，㸿，㹀，㹁ࠊ㹖で評価をお願いします。 

㹑㸦特に成果ࡀある㸧ࠊ㸿㸦Ⰻዲ㸧ࠊ㹀㸦おおむࡡⰋዲ㸧ࠊ㹁㸦୙༑分㸧ࠊ 
㹖㸦評価ᑐ㇟外㸧 
 
࣭センターෆ㐃ᦠࡀ᭷ຠに行ࢃれているか㸸A 
 
࣭⏘学ᐁ㐃ᦠࡀ᭷ຠに行ࢃれているか㸸S 
 
࣭ᅜ㝿㐃ᦠࠊᅜ㝿活動ࡀ活発に行ࢃれているか㸸A 
 
࣭♫会㈉⊩࣭♫会活動なࡀ࡝行ࢃれているか㸸X 
 
上グの評点の⌮⏤な࣓ࢥࠊ࡝ンࡀࢺあれば௨下にごグධください。 
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㹁㸧⥲評 
全యにᑐする⥲評をお願いします㸦４㸮㸮Ꮠ⛬度㸧 
 
ᮏ分野の࣓ンࣂーはいࡎれࡶ活発に研究活動を行っておりࠊ㇏かな成果を上

げている。特に⏘業⏺のㄢ㢟をࢡࢵ࣑ࢹ࢝࢔なほ点で研究しつつࠊᇶ♏研究だ

けにと࡝まらࡎ⏘業⏺に࢕ࣇーࢡࢵࣂࢻできるだけの成果をᚓている点ࠊࡀᴟ

めて༳㇟ⓗである。Ᏹᐂࣝࢢー࣭ࣉཎᏊ᰾ࣝࢢー࣭ࣉ⏕࿨ࣝࢢーࣉとのセンタ

ーෆ㐃ᦠによってࠊᫍ㛫✵㛫でのࣀ࣑࢔㓟ᙧ成࣭◚ቯ㐣⛬に関する研究ࡶጞま

っておりࠊᮏセンターの利点を⏕かした研究としてࠊ௒ᚋの㐍展ࡀ大いにᮇᚅ

される。こ࠺いった計算科学の成果を࠺ࡶᑡし♫会にྥけてఏ࠼るດ力をして

いただければࠊᮏセンターのࡳならࠊࡎ計算科学分野全యの᣺⯆につなࡀると

ᛮࢃれる。 
୍方でࠊ計算機科学分野の研究⪅との㐃ᦠについては㝈ᐃⓗかࠊむしろᚋ㏥

した༳㇟を受ける。ᮏセンターの研究部門としてはࠊ計算機の࢔ーࣕࢳࢡࢸ࢟

を㋃ま࠼た᪂しい࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩンᡭἲ㛤発のඛ㝕をษるᙺ๭ࡶᮇᚅしたいと

ころである。 
 

㹂㸧ࡑの௚ 
 。あればごグධくださいࡀࢺン࣓ࢥࠊの௚ࡑ
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㸲．㸲 ⏕࿨⛉Ꮫ研究㒊㛛 

㸿㸧計⏬㐍ᤖ度 
࣭㢧ⴭな㐍ᤖのあったとㄆめられる研究ㄢ㢟と評価す࡭き点㸸 

T2K-Tsukuba を活用することでࠊphotosystem II の཯ᛂ୰ᚰで㓟⣲発⏕

の㝿に࡝のよ࠺な㟁Ꮚ≧ែࡀ実⌧しているかを᫂らかにしたことはࠊおお

いに評価できる点である。この研究成果はࠊపⅣ⣲♫会の実⌧を目指すᡃ

㓟ྜ成㓝⣲ࣀ࣑࢔。できるࡀᅜにおけるேᕤගྜ成㛤発に㈉⊩することࡀ

および DNA 」〇関㐃㓝⣲ DNA ࢮー࣓ࣛࢯ࢖࣏ࢺ II の㓝⣲཯ᛂ㐣⛬の重

要部分をࠊ㔞Ꮚ໬学計算とྂ඾力学計算との⤌ࡏࢃྜࡳで᫂らかにしてい

ることࡑࠊࡶの๰⸆等࡬の㈉⊩のྍ⬟ᛶを㚷ࠊࡳ評価できる点と⪃࠼られ

る。⏕≀学とࢫーࣃーࢥンࣗࣆータとの᏶全な共同研究のഃ㠃からはࠊ᪂

ወ┿᰾⏕≀✀の発見はࠊ┿᰾⏕≀の㉳※な࡝を⌮ゎする上で評価できる点

である。⏕≀学からᚓられるࢹータをṇしく利用するための方ἲㄽ㸦ࣝ࢔

見㏨してはならない点であࡶ自らྲྀり⤌んでいることࡶ㛤発㸧に࣒ࢬࣜࢦ

る。 
 

࣭㐍ᤖࡀ୙༑分であるとㄆめられる研究ㄢ㢟と改善す࡭き点㸸 
タンࢡࣃ㉁の機⬟をࢫーࣃーࢥンࣗࣆータを用いてゎ᫂する研究におい

てࠊタンࢡࣃ㉁科学⪅との協力ࡀ୙ྍḞでありࡦࡐࠊと࣎ࣛࢺࢵ࢙࢘ࡶの

共同研究⪅をᕳき㎸んでࡶらいたい。さらにࢥンࣗࣆータによるゎᯒでは

じめてࢃかることを全㠃にࡕ࠺だしてࠊin silico による⏕࿨科学研究の࢖

ンࢺࢡࣃをࡶࠊっと㩭᫂にすることをᮇᚅする。ࢥンࣗࣆータによるゎᯒ

を用いればࠊ⌧実には実㦂ࡀできないことを行࠺ことࠊࡸいかなる㢧ᚤ㙾

を౑ってࡶ見ることࡀできないことをྍど໬することࡀできるはࡎでありࠊ

分Ꮚ㐍໬のࠊᮇᚅする。またࡶとࡦࡐの特ᚩを᭱大㝈に⏕かした成果をࡑ

研究においてはࠊ特に大ᆺのࢥンࣗࣆータを用いることでࠊ᪂たに᫂らか

になったことを㩭᫂にすることをᮇᚅする。 
 
㹀㸧多ゅⓗど点からの評価 

㹑㸦特に成果ࡀある㸧ࠊ㸿㸦Ⰻዲ㸧ࠊ㹀㸦おおむࡡⰋዲ㸧ࠊ㹁㸦୙༑分㸧ࠊ

㹖㸦評価ᑐ㇟外㸧 
 
࣭センターෆ㐃ᦠࡀ᭷ຠに行ࢃれているか㸸㸿 
 
࣭⏘学ᐁ㐃ᦠࡀ᭷ຠに行ࢃれているか㸸㹖 
 
࣭ᅜ㝿㐃ᦠࠊᅜ㝿活動ࡀ活発に行ࢃれているか㸸㸿 
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࣭♫会㈉⊩࣭♫会活動なࡀ࡝行ࢃれているか㸸㹖 
 
上グの評点の⌮⏤な࡝に関する࣓ࢥンࢺ㸸 

♫会㈉⊩ࡸ♫会活動としてࠊⱝいୡ௦にᑐして計算機を用いた᪂しい⏕≀

学のၨ発活動な࡝をすると࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥࠊの発展につなࡀり㠀常に᭷┈であ

ろ࠺。 
 
㹁㸧⥲評 

⏕࿨⌧㇟は㠀常に」㞧であるためࠊさまࡊまなษりཱྀで研究を㐍めること

つ計算科学研究センࡶータをࣗࣆンࢥーࣃーࢫࠊの୰においてࡑ。できるࡀ

ターの౑࿨はࡑࠊの計算⬟力を᭱大に発᥹することでࠊ௚のᡭἲでは᫂らか

にできないことを᫂らかにしていくことである。このど点から⏕࿨科学分野

の平成２４年度成果を見るとࠊ各ㄽの⯆࿡深い成果と研究発⾲ᩘは㧗く評価

できる。特にᇶ♏⏕≀学ࡸᕤ学と⸆学࡬のᛂ用を見ᤣ࠼た௒ᅇの研究成果はࠊ

 。のであるࡶᚓられるࡑあってこࡀータࣗࣆンࢥーࣃーࢫ
ータの⏕≀学における重要ᛶは࿘▱されているとは言いࣗࣆンࢥーࣃーࢫ

㞴くࠊこれからࡶっと実ドしていかなければならないことである。௒ᅇの成

果をࡦࡐと࣎ࣛࢺࢵ࢙࢘ࡶの共同研究⪅と共᭷しࠊᕤ学ࡸ⸆学の発展に㈉⊩

をしてࡶらいたい。実㦂科学⪅と┦஫స用をすることによって࡝ࠊのよ࠺な

計算ࡀさらにᚲ要で࡝ࠊのよ࠺なᵓ㐀のࢫーࣃーࢥンࣗࣆータを⏕ࡳだして

いかなければならないかࡀ᫂らかになっていくことࡀᮇᚅできる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

─ 16 ─



― 17 ― 
 

㸲．㸳 ᆅ⌫⎔ቃ研究㒊㛛 

㸿㸧計⏬㐍ᤖ度 
௨下の㡯目についてࡑࠊれࡒれලయⓗなグධをお願いします。 

 
࣭㢧ⴭな㐍ᤖのあったとㄆめられる研究ㄢ㢟と評価す࡭き点㸸 
全⌫㠀㟼力学ࣔࣝࢹ NICAM の実㦂および⤖果のゎᯒࡀ㐍ᤖしている。

T2K-Tsukuba を౑った 7km 14km ,ࣗࢩࢵ࣓ ࠊ実㦂を実施しておりࣗࢩࢵ࣓

໭ᴟ᣺動ࠊ໭ᴟపẼᅽ࢟ࢵࣟࣈࠊンࢢな࡝ᚓព分野に╔目したࣘࢽーࢡなゎ

ᯒを㐍めている。 
㒔ᕷẼೃの࢘ࢲンࢣࢫーࣜンࢢ研究についてࠊ㡿ᇦẼ㇟ࣔࣝࢹ WRF による

㒔ᕷẼೃ࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩンࡸ LES られࡳࡀき㐍ᤖ࡭特➹すࠊの㛤発等ࣝࢹࣔ

る。 
 
࣭㐍ᤖࡀ୙༑分であるとㄆめられる研究ㄢ㢟と改善す࡭き点㸸 
 WRF についてࠊ筑波大学のࢫーࣃーࢥンࣗࣆータを⏕かした改Ⰻࡸ大つ

ᶍ計算について࡝のよ࠺なྲྀり⤌ࡳをしているかࡀ見࠼ない。WRF, 
NICAM とࡶにࠊGPU の利用についてのྲྀり⤌ࡳ≧ἣは࠺࡝なのか。 

 
࣭㹆２㸱年度の評価ࡸ指᦬に関する改善≧ἣ㸸 

多἞見における研究事౛ࡀ研究ㄽᩥとしてまとまっておりࠊ評価できる。

໭ᴟ研究に関しては筑波大学ࢽࣘࡀーࢡな研究を行っていると評価できる

 。あるࡀるᚲ要ࡏ外部の研究⪅との㐃ᦠをより活発໬さࠊࡀ
 
 。௨下にごグධくださいࠊあればࡀࢺン࣓ࢥࠊの௚ࡑ
 
㹀㸧多ゅⓗど点からの評価 
௨下の㡯目についてࠊ㹑，㸿，㹀，㹁ࠊ㹖で評価をお願いします。 
㹑㸦特に成果ࡀある㸧ࠊ㸿㸦Ⰻዲ㸧ࠊ㹀㸦おおむࡡⰋዲ㸧ࠊ㹁㸦୙༑分㸧ࠊ

㹖㸦評価ᑐ㇟外㸧 
 
࣭センターෆ㐃ᦠࡀ᭷ຠに行ࢃれているか㸸B 

れࢃれているとᛮࢃ行ࡀの計算ᛶ⬟のྥ上に関する㐃ᦠࣝࢹ್ࣔᩘ

るࠊࡀ活動≧ἣについて༑分なグ㍕ࡀない。 
 
࣭⏘学ᐁ㐃ᦠࡀ᭷ຠに行ࢃれているか㸸S 

㡿ᇦࣔࣝࢹによる࢘ࢲンࢣࢫーࣜンࢢ研究はࠊ自἞య等とࡶ㐃ᦠࡀ

㐍められている。 
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࣭ᅜ㝿㐃ᦠࠊᅜ㝿活動ࡀ活発に行ࢃれているか㸸A 
໭ᴟ研究に関してࠊᅜ㝿ⓗな㐃ᦠをより活ᛶ໬さࡏて研究を㐍める

ことࡀᮃましい。大つᶍᩘ್ゎᯒのほ点からのᅜ㝿学会でのࢮࣞࣉン

 。きでは࡭を㧗めるࢫ
 
࣭♫会㈉⊩࣭♫会活動なࡀ࡝行ࢃれているか㸸S 

多様な♫会㈉⊩活動を評価できる。 
 
上グの評点の⌮⏤な࣓ࢥࠊ࡝ンࡀࢺあれば௨下にごグධください。 

 
㹁㸧⥲評 
全యにᑐする⥲評をお願いします㸦４㸮㸮Ꮠ⛬度㸧 

 
全⌫ࣔࣝࢹ NICAM, WRF 等の㡿ᇦࣔࣝࢹ研究の஧ᮏ❧ての研究をᑡない

ே員で㐍めていることについてᩗពを⾲する。計算科学研究センターならで

はの大つᶍ計算ࡸ GPU の利用等の特ᚩある研究成果をより多く発ಙする࡭

きではないか。NICAM については໭ᴟపẼᅽ等の大つᶍ計算のゎᯒを㐍めて

いるࠊࡀ㉸㧗ゎീ度計算の࡝のよ࠺な点ࡀ研究上のࣂࢻ࢔ンࢸーࢪになるか

♧すことࡀᮃましい。WRF ࡸ LES については大つᶍ計算の研究ࣅ࢕ࢸࢡ࢔

 。ない࠼についてはよく見࢕ࢸ
ᑡないே員を⿵࠺ᡭẁとしてᅜෆ外の外部との㐃ᦠについてࠊより活ᛶ໬

さࡏることを⪃࠼ては࠺࡝か。大つᶍ計算の⤖果を外部からの利用に౪する

等ࠊ共᭷ࢹータ࣋ーࢫとしてᩚഛすればࠊ໭ᴟᇦの㧗ゎീ度ࣔࣜࢹンࢲࡸࢢ

GRENE。࠺なりᚓるだろࡶ研究についての特ᚩあるᣐ点とࢢーࣜンࢣࢫン࢘
ࡸ RECCA の研究ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉのᯟෆに␃まらࠊࡎ筑波大学から᝟報発ಙを

するࢸ࣏ンࣝࣕࢩはあるとᛮ࠺。 
またࠊ୰長ᮇⓗな研究のࣟーࡀࣉࢵ࣐ࢻ୙᫂でありࠊ༢年度の活動の評価

研等と⌮ࠊࡀない࠼見ࡀータ同໬研究について௒年度は㐍展ࢹ。し࡙らいࡀ

㐃ᦠを㐍めれば研究を᥎㐍することྍࡀ⬟ではないか。 
 
㹂㸧ࡑの௚ 
 。あればごグධくださいࡀࢺン࣓ࢥࠊの௚ࡑ
特になし。 
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㸲．㸴 㧗ᛶ⬟ィ⟬࣒ࢸࢫࢩ研究㒊㛛 

㸿㸧計⏬㐍ᤖ度 
௨下の㡯目についてࡑࠊれࡒれලయⓗなグධをお願いします。 
 
࣭㢧ⴭな㐍ᤖのあったとㄆめられる研究ㄢ㢟と評価す࡭き点㸸 
Xcalable MP は研究㛤発ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ⤊஢ᚋࡶ発展を⥆けておりᬑ及にྥけ

たྲྀり⤌ࡶࡳ㐍めており評価に್する。Gfarm 分ᩓ࣒ࢸࢫࢩࣝ࢖࢓ࣇは HPCI
として実運用されて࢔࢙࢘ࢺࣇࢯ࣒ࢸࢫࢩのためのࢪーࣞࢺࢫの共用࣒ࢸࢫࢩ

おり評価に್する。 
 
࣭㐍ᤖࡀ୙༑分であるとㄆめられる研究ㄢ㢟と改善す࡭き点㸸 
㐍ᤖࡀ୙༑分であるとㄆめられるㄢ㢟はない。より୍ᒙ୺要なᅜ㝿会議ࡸㄽ

ᩥㄅにㄽᩥをฟすດ力をしていただきたい。 
 
࣭㹆２㸱年度の評価ࡸ指᦬に関する改善≧ἣ㸸 
ᩍ員ᩘにᑐするㄽᩥᩘࡀᑡないとい࠺指᦬ࡀあった。ㄽᩥㄅࡸᰝㄞ௜き学会

発⾲࢔࢙࢘ࢺࣇࢯ࣒ࢸࢫࢩࡶの研究㛤発においてはጇ当であろ࠺。 
 
 
㹀㸧多ゅⓗど点からの評価 
௨下の㡯目についてࠊ㹑，㸿，㹀，㹁ࠊ㹖で評価をお願いします。 
㹑㸦特に成果ࡀある㸧ࠊ㸿㸦Ⰻዲ㸧ࠊ㹀㸦おおむࡡⰋዲ㸧ࠊ㹁㸦୙༑分㸧ࠊ㹖㸦評

価ᑐ㇟外㸧 
 
࣭センターෆ㐃ᦠࡀ᭷ຠに行ࢃれているか㸸B 
 
࣭⏘学ᐁ㐃ᦠࡀ᭷ຠに行ࢃれているか㸸A 
 
࣭ᅜ㝿㐃ᦠࠊᅜ㝿活動ࡀ活発に行ࢃれているか㸸㸿 
 
࣭♫会㈉⊩࣭♫会活動なࡀ࡝行ࢃれているか㸸㸿 
 
上グの評点の⌮⏤な࣓ࢥࠊ࡝ンࡀࢺあれば௨下にごグධください。 
計算科学と計算機科学ࡀ共同して研究した成果ࡀఱか研究部門報告の୰で᫂

☜なグ㍕をお願いしたい。FP3CࠊG8 な࡝ᅜ㝿㐃ᦠは活発である。多くのᩍ員

 。る活動を行っている࠼学会をᨭࡀ
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㹁㸧⥲評 
計算機科学の୰で࣒ࢸࢫࢩࡶよりの研究では成果ࡀฟるまでに᫬㛫ࡀかかる

ฟるとは㝈らない。ಶ々の報告を見ると成果ࡀる成果࠼あり毎年目に見ࡶのࡶ

の度ྜいにᕪࡀあるࠊࡀ全యとして研究成果ࡀฟているとい࠼る。年度毎に報

告する部分は全యの㐍ᤖの୰で࡝こまで㐩成したかのほ点で報告しࠊ⤊஢した

。ᮃまれるࡀ全యを㏻して⥲ᣓした報告とすることࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉはࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ

ㄽᩥᢞ✏は࢖ンࢺࢡࣃのあるᅜ㝿会議࣭ㄽᩥㄅにᢞ✏するດ力をお願いしたい。

ࠊまたࠊかかりࡀ㛤発は多くの᫬㛫࢔࢙࢘ࢺࣇࢯのࣝ࣋るࣞ࠼౑ࡀࢨーࣘࢻン࢚

ㄽᩥࡶฟし࡙らくなる。センターの評価㍈としてࡑのよ࠺な活動を評価するᯟ

ඛ➃共同᭱ࠕ。࠺ᚲ要であろࡶࡳ⤌ HPC ᇶ┙施設ࠖのᯟ⤌ࡀࡳできたࠊࡀ大学

㛫で⥅⥆して㐃ᦠ活動していくປ力ࡶ大変でありࠊ௒ᚋにᮇᚅする。 
 
㹂㸧ࡑの௚ 
なし 
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㸲．㸵 ィ⟬᝟ሗᏛ研究㒊㛛 

㸲．㸵．１ ࢱ࣮ࢹᇶ┙ศ㔝 

㸿㸧計⏬㐍ᤖ度 
௨下の㡯目についてࡑࠊれࡒれලయⓗなグධをお願いします。 

 
࣭㢧ⴭな㐍ᤖのあったとㄆめられる研究ㄢ㢟と評価す࡭き点㸸 
重要なㄢ㢟である᝟報⤫ྜᇶ┙関㐃の研究を⥅⥆ⓗに行っている㸬௒年度は，

，ฎ⌮等࣒ーࣜࢺࢫーಖㆤしたࢩࣂ࢖ࣛࣉ，⌮ฎ࣒ーࣜࢺࢫࣝࢼࣙࢩࢡࢨンࣛࢺ

ᚑ᮶研究ࡀあまりない᪂つ分野の㛤ᣅに㐍ᤖࡀあったとㄆめられる㸬ࢹータ࣐

ࡸータにᑐする外れ್検ฟࢹ୙☜実，ࡶ㆑発見ᢏ⾡࣭;0/について▱࣭ࢢンࢽ࢖

㧗㏿なࢹータࢽ࢖࣐ンࢢᡭἲ，Twitter等のࢯー࢔࢕ࢹ࣓ࣝࣕࢩ分ᯒに関する研

究，5')2/ࡸ'に関する研究等での㐍ᤖを評価できる㸬 

 
࣭㐍ᤖࡀ୙༑分であるとㄆめられる研究ㄢ㢟と改善す࡭き点㸸 
特にヱ当する研究ㄢ㢟は見当たらない㸬 
 

࣭㹆２㸱年度の評価ࡸ指᦬に関する改善≧ἣ㸸 
ᅜ㝿活動࣭♫会㈉⊩等についてࡶ年次報告᭩において✚ᴟⓗにࣆ࢔ーࣝして

いただきたい᪨お願いしたࡀ，௒ᅇの報告᭩ではࡑれࡀ཯ᫎされている㸬 

 
 。௨下にごグධくださいࠊあればࡀࢺン࣓ࢥࠊの௚ࡑ
研究活動は全般に㡰ㄪに㐍ᤖしている㸬分野㛫㐃ᦠࡸ学外機関との㐃ᦠࡶ╔

実に㐍んでおり，問㢟はない㸬 
 

㹀㸧多ゅⓗど点からの評価 
௨下の㡯目についてࠊ㹑，㸿，㹀，㹁ࠊ㹖で評価をお願いします。 
㹑㸦特に成果ࡀある㸧ࠊ㸿㸦Ⰻዲ㸧ࠊ㹀㸦おおむࡡⰋዲ㸧ࠊ㹁㸦୙༑分㸧ࠊ 
㹖㸦評価ᑐ㇟外㸧 
 
࣭センターෆ㐃ᦠࡀ᭷ຠに行ࢃれているか㸸A 
 
࣭⏘学ᐁ㐃ᦠࡀ᭷ຠに行ࢃれているか㸸A 
 
࣭ᅜ㝿㐃ᦠࠊᅜ㝿活動ࡀ活発に行ࢃれているか㸸A 
 
࣭♫会㈉⊩࣭♫会活動なࡀ࡝行ࢃれているか㸸A 
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上グの評点の⌮⏤な࣓ࢥࠊ࡝ンࡀࢺあれば௨下にごグධください。 
センターෆ㐃ᦠとしては，ᆅ⌫⎔ቃ研究部門ࡸ⣲⢏Ꮚ≀⌮学研究部門との㐃

ᦠ，⏘学ᐁ㐃ᦠとしては，⏘⥲研，JAXA，」ᩘのẸ㛫௻業との㐃ᦠࡀ行ࢃれて

いる㸬ᅜ㝿活動としては，ᅜ㝿ㄅ⦅㞟委員ࡸᅜ㝿会議委員長࣭委員等としての

㈉⊩ࡀㄆめられる㸬♫会㈉⊩࣭♫会活動についてࢹ，ࡶータ࣋ーࢧࢫーࢫࣅᥦ

౪を⥅⥆ⓗに行っていることࡸ，学会運営ࡸ学⾡᣺⯆に関する㈉⊩等のほ点か

らⰋዲと判断する㸬 
 
㹁㸧⥲評 
全యにᑐする⥲評をお願いします㸦４㸮㸮Ꮠ⛬度㸧 
でࣝ࣋ーなㄢ㢟をྲྀり上げ，ᅜ㝿ⓗな࣒ࣞࣜ࢖ータᇶ┙に関する重要でタࢹ

研究を展㛤しており，㧗く評価できる㸬特に，᝟報⤫ྜࣜࢺࢫࡸー࣒ฎ⌮に関

する研究を⥅⥆ⓗに行い，௒年度ࣛࢺࡶンࣜࢺࢫࣝࢼࣙࢩࢡࢨー࣒ฎ⌮，ࣛࣉ

୙☜実，ࡸ㐍展している点ࡀฎ⌮等を୰ᚰに研究࣒ーࣜࢺࢫーಖㆤしたࢩࣂ࢖

上ࡀᡭἲ等において成果ࢢンࢽ࢖࣐ータࢹ㧗㏿なࡸータにᑐする外れ್検ฟࢹ

っている点は評価できる㸬また，これらの研究活動を㏻じた学⏕のᩍ⫱指導ࡀ

評価したい㸬ࡶっている点ࡀれ，学会における学⏕の受㈹につなࢃ㐺ษに行ࡶ

大つᶍࢹータの利活用に関する♫会ࢽーࢬの㧗まりࡶあり，ᮏ分野の研究の重

要ᛶはますますቑຍしており，またᑐ㇟とす࡭き問㢟ࡶ」㞧໬している㸬௒ᚋ

るࡏら，╔実に研究を㐍展さࡀ外部⤌⧊との㐃ᦠを㐺ษに行いなࡸ関㐃分野ࡶ

よ࠺ᮇᚅする㸬 

 

㹂㸧ࡑの௚ 
 。あればごグධくださいࡀࢺン࣓ࢥࠊの௚ࡑ
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㸲．㸵．㸰 ィ⟬࣓࢔࢕ࢹศ㔝 

㸿㸧計⏬㐍ᤖ度 
௨下の㡯目についてࡑࠊれࡒれලయⓗなグධをお願いします。 
 
࣭㢧ⴭな㐍ᤖのあったとㄆめられる研究ㄢ㢟と評価す࡭き点㸸 
ᘬき⥆きࠊ⌧実ୡ⏺のࣔࣝࢹ໬とこれを利用した」ྜ⌧実ឤによる利用⪅ᨭ

᥼に関する研究に関してࠊ㢧ⴭな㐍ᤖࡀあるとㄆめられる。ලయⓗにはࠕ┘ど

ᒇ外に設置された⎔ቃࠊᫎീを活用したṌ行⪅のためのどඪᨭ᥼ࠖでは࣓ࣛ࢝

♧㐣ཤの⛣動≀యの行動を」ྜ⌧実ឤᢏ⾡を用いてᥦࠊのグ㘓ᫎീから࣓ࣛ࢝

しࠊ⌧ሙにいる㜀ぴ⪅ࠊࡀ᫬✵㛫に展㛤する⛣動≀యの行動を୍ぴしてᢕᥱで

きる᪂しいᥦ♧ᡭἲをᥦ᱌しࠊ実⌧にᚲ要なฎ⌮を㛤発している。 
࣭㹆２㸱年度の評価ࡸ指᦬に関する改善≧ἣ㸸 
特になし 

 。௨下にごグධくださいࠊあればࡀࢺン࣓ࢥࠊの௚ࡑ
  特になし 
 
㹀㸧多ゅⓗど点からの評価 
௨下の㡯目についてࠊ㹑，㸿，㹀，㹁ࠊ㹖で評価をお願いします。 
㹑㸦特に成果ࡀある㸧ࠊ㸿㸦Ⰻዲ㸧ࠊ㹀㸦おおむࡡⰋዲ㸧ࠊ㹁㸦୙༑分㸧ࠊ㹖㸦評

価ᑐ㇟外㸧 
 
࣭センターෆ㐃ᦠࡀ᭷ຠに行ࢃれているか㸸A 
 
࣭⏘学ᐁ㐃ᦠࡀ᭷ຠに行ࢃれているか㸸A 
 
࣭ᅜ㝿㐃ᦠࠊᅜ㝿活動ࡀ活発に行ࢃれているか㸸S 
 
࣭♫会㈉⊩࣭♫会活動なࡀ࡝行ࢃれているか㸸A 
 
上グの評点の⌮⏤な࣓ࢥࠊ࡝ンࡀࢺあれば௨下にごグධください。 
第 21 ᅇࣃターンㄆ㆑ᅜ㝿会議㸦ICPR2012㸧をつくばᅜ㝿会議ሙにて㛤ദしࠊ

ᮏ分野の࣓ンࣂーࡑࡀの㛤ദの୺要なᙺ๭をᢸったことはࠊᅜ㝿㐃ᦠࠊᅜ㝿活

動として㧗く評価できる。 
 
㹁㸧⥲評 
全యにᑐする⥲評をお願いします㸦４㸮㸮Ꮠ⛬度㸧 
 
全యとしてᮏ分野の࢕ࢸࣅ࢕ࢸࢡ࢔は㧗いと評価した。特にࠊ⏬ീおよび動
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⏬ീからの各✀᝟報ᢳฟᢏ⾡ࠊ」ྜ⌧実ឤを用いたᑐヰᢏ⾡な࡝に☜実に研究

成果をあげていると評価できる。特にࠊᅜ㝿㐃ᦠࠊᅜ㝿活動の୍⎔としてཧຍ

⪅ᩘ 1000 ྡを㉸࠼るᅜ㝿会議を㛤ദできたことはࠊᮏ分野のᢸ当研究⪅のᅜ㝿

ⓗなࢮࣞࣉンࡀࢫ㧗いことを♧す事実である。またࠊ研究成果のᗈ報な࡝の♫

会㈉⊩ࠊ♫会活動ࢥࡶンࢫタンࢺに行っていると評価した。さらにはࠊᮏ分野

の研究成果はࠊ計算᝟報学の分野でࢹࢢࢵࣅࡶータゎᯒな࡝のࢹータ࣋ーࢫ関

ಀでの成果をྍど໬ࠊࡸ⏣の計算科学分野の研究成果のྍど໬な࡝に利活用で

きるྍ⬟ᛶࡀ㧗い。௒ᚋࠊより✚ᴟⓗなセンターෆ㐃ᦠによりࠊこのよ࠺なᛂ

用のྍ⬟ᛶを㏣ồすることࡶ検ウされたい。 
 
㹂㸧ࡑの௚ 
 。あればごグධくださいࡀࢺン࣓ࢥࠊの௚ࡑ
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㸳．⥲ྜ評価 

 
計算科学研究センター各部門の研究はࡑれࡒれ㧗いỈ‽にありࠊ㡰ㄪに

㐍ᤖしている。またセンターෆ㐃ᦠࠊ⏘学ᐁ㐃ᦠࠊᅜ㝿㐃ᦠࠊ♫会㈉⊩と

いった多ゅⓗど点からの評価ࠊࡶS 判ᐃ 5 Aࠊ௳ 判ᐃ 21 Bࠊ௳ 判ᐃ 5 ࠊ௳

C 判ᐃ 0 ௳と⥲じて㧗評価である。計算科学を㍈に分野の␗なる研究⪅ࡀ

㞟まったことによるࢪࢼࢩーຠ果ࡶ㝶所にឤじられࠊᮏセンターの運営ࡀ

Ⰻዲであることは᫂らかである。 
当センターࡀᥖげるࠕ学㝿計算科学ࠖの⌮ᛕはࠊ計算科学分野の研究⪅

であればㄡࡀࡶ㈶同できるࡶのでありࠊ実㝿ࠊ筑波大学௨外でࡶこれに㏆

いᵓ᝿ࡀ議ㄽされてきた。しかしなࡀら⣲⢏ᏊࠊᏱᐂࠊ≀㉁ࠊ⏕࿨なྂ࡝

くからのࣜࣉࢩ࢕ࢹンを᭷する研究㡿ᇦとࠊ㉸㧗㏿計算機࣒ࢸࢫࢩの㛤発

を含む計算機科学とࠊࡀ༢発ⓗな共同研究௨外で㐃ᦠをとることはᴟめて

㞴しくࠊᮏセンターは⤌⧊としてࡑれ୍ࡀᐃ௨上の成ຌを見た⛥᭷な౛外

であると言࠼よ࠺。共同利用࣭共同研究ᣐ点としてࠊまた HPCI ᡓ␎ࣟࣉ

㸦分野࣒ࣛࢢ 5㸧を実施する計算ᇶ♏科学㐃ᦠᣐ点としてࠊᘬき⥆き᪥ᮏ

の計算科学分野をඛ導することをᮇᚅしたい。 
 

                  研究評価委員会委員長 常行 ┿ྖ 
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